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死因別粗死亡率と年齢調整死亡率の年次推移 

がんの統計’1２（がん研究振興財団) 2 



年齢調整死亡率の推移 

がんの統計’12（がん研究振興財団) 3 



年齢調整罹患率の推移 
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がんの統計’12（がん研究振興財団) 4 



全がん協施設における5年相対生存率 

（2000-2004年診断症例） 
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癌研究会設立(1908) 

国立がんセンター設置
(1962) 

第1次対がん10か年戦略
(1984) 

第2期がん対策
推進基本計画
(2012) 

第2次対がん１０か年戦略(1994) 

第3次対がん10か年戦略(2004) 

癌が死因のトップ(1981) 

がん対策推進基本法(2007) 

第1期がん対策推進
基本計画(2007) 

がん患者団体協議会(2002) 

がん患者大集会(2005) 

わが国のがん対策の歩み 



政治・経済その他の社会的要因 

低医療費政策 

医師不足 

研究費不足 

研究者不足 コメディカル 

     不足 

医療不信 癌難民 
医療格差 

情報不足 

治療不能 

国民 

学習不足 

がんの予防と早期発見の推進 
 
がんの予防の推進(12条） 
がん検診の質の向上(13条) 

 

 

 

 

 

 

 

 
研究の推進(18条) 

がん医療の均てん化の促進 

専門的な知識・技能 
を有する医師・医療 
従事者の育成(14条) 

医療機関の 
整備(15条) 

がん患者の療養 
生活の質の維持 
向上(16条) 

癌医療に関する情報収集 
提供体制の整備(17条) 

患者さんの要望 

がん対策基本法成立（２００６） 

ドラッグ・ラグ 
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がん対策基本法（平成18年法律第98号） 
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がん対策を総合的かつ計画的に推進 

が
ん
対
策
推
進
協
議
会 

地方公共団体 

国 

がん対策推進基本計画 
 

閣議決定・国会報告 

厚生労働大臣 
がん対策推進基本計画案の作成 

都道府県 

都道府県がん対策推進計画 
がん医療の提供の状況等を 

踏まえ策定 

連携 

○ がん予防の推進 

○ がん検診の質の向上等 

がん予防及び早期発見の推進 

○ 専門的な知識及び技能を有する医師、その他の

医療従事者の育成  

○ 医療機関の整備等  

○ がん患者の療養生活の質の維持向上 

○ がん医療に関する情報の収集提供体制の整備等 

がん医療の均てん化の促進等 

○ がんに関する研究の促進 

○ 研究成果の活用 

○ 医薬品及び医療機器の早期承認に 

 資する治験の促進 

○ 臨床研究に係る環境整備 

研究の推進等 

国 
 

 
 

 
 

 

民 



研究費不足 

コメディ 

カル不足 

癌難民 
医療格差 

情報不足 

治療不能 

国民 

学習不足 

しかし、これは氷山の一角
その背景には？ 

医療不信 

ドラッグ・ラグ 



関係者の責務等 
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（医師等の責務） 
・がんの予防に寄与 
・がん患者のおかれている状況を深く理解し、良質かつ適
切ながん医療の提供に努めなければならない (第7条) 

（国民の責務） 
喫煙、食生活、運動その他の生活習慣が健康に及ぼす影響等がんに関する正しい知識を持ち、がんの予防に必
要な注意を払うよう努めるとともに、必要に応じ、がん検診を受けるよう努めなければならない。(第6条) 

（国の責務） 
がん対策を総合的に策定・実施 
         （第3条） 

（地方公共団体の責務） 
自主的かつ主体的に、その地域の特性に応
じた施策を策定・実施 (第4条） 

（医療保険者の責務） 
・がんの予防・がん検診に関する普及啓発等の
施策に努めなければならない (第5条) 

連携 

政府は、必要な法制上・財政
上の措置、その他の措置を講
じなければならない（第8条） 

協力 協力 

がん対策を総合的かつ計画的に推進 

がん対策基本法に定められた責務 





進化するがん対策推進基本計画 

病気 

ヒト 

第1期基本計画 
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病気 

ヒト 

社会体制 

第2期基本計画 

量から質へ 



（Quality-adjusted life-year） 
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死因別粗死亡率と年齢調整死亡率の年次推移 

がんの統計’1２（がん研究振興財団) 14 
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National medical care expenditure 
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（厚生労働省平成21年度国民医療費の概況より作図） 
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一般診療医療費の変動 

国民総医療費及び対国民所得比 
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高齢社会は突然やって来るのではない !!! 



時間軸でがん対策を見ると？ 
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求
め
ら
れ
る 

現
実
を
直
視
し
た

今
後
の
が
ん
対
策 
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（金澤一郎講演「日本の科学の展望」110709） 

イノベーション 
１．技術革新 
２．制度改革 
３．意識改革 
４．もう一つの意識改革 
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患者さんとは？ 健康人とは？ 

患者か 患者さん 

健康人 

ヒト 
健
康
人 

患
者
さ
ん 
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健康人 

非健康人 

社会体制のイノベーションを 

健康人 

健康人 非健康人 

非健康人 

（高度成長期） 

（これからの日本） 
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患者受動型支援から 

患者・社会が協働する 
能動的参加の体制へ 
根治・予防・共生 ～患者・社会と協働するがん研究～ 
今後のがん研究のあり方に関する有識者会議（平成25年8月） 
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